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１．開催概要

（１）開会

（2）本日

（3）苫小

（4）グル

（5）発表

（6）閉会

 

 

２．グループ

（１）西部西

●多世代交

・少子高齢

ミュニテ

・介護や福

学・高専

●生活拠点

・多世代コ

を利活用

病院や商

●文教地区

・文教地区

●観光 

・西部西地

施設があ

●防災 

・第２給食

をもっと

●公共交通

・錦岡駅が

今後の苫

要 

会挨拶 

のプログラ

小牧市都市計画

ループディス

表 

会 

プディスカッショ

西地域 

交流 

齢化が進んで

ティは難しい

福祉などソフ

専・南高校と

点 

ミュニティ

用した物流拠

商業施設が充

区 

区を形成する

地域には、ア

あるので、積

食センターは

と考えるべき

通 

が学生しか利

苫

苫小牧の

ムの説明 

画マスタープ

カッション

ョン結果 （各

でおり、現状

い。 

フト面の共助

と地域の連携

の形成のため

拠点の整備と

充実した生活

るためには、

アルテン、樽

積極的に活用

は防災拠点と

き。避難経路

利用していな

苫小牧市都市

のまちづ

開 

と 

とこ

プランの概要

：地域別構想

各グループの意

状のままでは

の仕組みづ

携・交流が必

めには、苫小

といった雇用

活拠点の整備

図書館など

前ガロー、錦

すべき。ま

して整備する

路もきちんと

ない状態では
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市計画マス

づくりを

催 結

き：平成 29

ろ：市役所 

要報告 

想について 

意見要旨） 

多世代コ

くりや大

要。 

小牧西 I.C.

や、総合

が必要。 

の交流できる

錦大沼公園、

た、西部にも

るべきである

示さないとな

あるが、公共

スタープラ

を考える

結 果 

9 年 11 月

9 階 

る施設が必要

カントリー

も道の駅を作

る。樽前山の

ならない。 

共交通網の整

ン 

る地域別

20 日（月）

要。 

ークロスのコ

作るべきでは

の火山や津波

整備が必要。

別懇談

）18：00～

コースなど、

はないか。 

波もあるので

 

談会 

～20：30 

多くの観光

で、防災対策

光

策



●まちづくり

・職住分離

ないのか

・西部西地

れば、多

・錦多峰川

・国道 36

が必要で

 

 

（2）西部東地

●公共交通

・高齢化社

路線バス

式や循環

か。 

・有珠の沢

マンド型

●防災（洪水

・有珠川や

害時は、

●防災（津波

・地震時に

・老朽化し

・市営住宅

●高齢化→

・地域で高

き地を活

・空き家や

●若い人を

・老朽化し

・公営住宅

●日新町の

・日新町は

・各施設が

 

 

 

り全般 

離から職住近

か。 

地域の特色を

多世代コミュ

川の河川敷の

号が通行止

であり、計画

地域 

通の新しいしく

社会では、公

スでは限界が

環バスの導入

沢町などにお

型の交通が必

水） 

や小泉の沢川

避難経路が

波） 

に桜坂町まで

した公営住宅

宅の屋上に避

→空き家・空き

高齢化が進行

活用する施策

や防災などの

を呼び込む 

した公園の遊

宅の用地を子

の機能維持 

は生活する上

がバラバラに

近接によるま

を生かした文

ュニティの場

の環境整備を

止めとなるこ

画に入れるべ

くみ 

公共交通は必

があると思う

入を考えた方

おいては、日

必要。 

川の洪水・豪

が１本しかな

で避難してく

宅の建替えが

避難すること

き地の活用 

行し、空き家

策について、

の対策を早め

遊具の更新の

子育て世代向

上で機能はあ

に立っている

 

ちづくりを進

教地区という

場は実現しな

を行い、活用

ともあるので

べき。 

必須であるが、

ので、デマ

方が良いので

新町まで向か

豪雨災害及び土

なく限られて

る人がいるが

が必要。 

ができるので

が発生してき

行政でリー

めにしていく

のほか、時代

けに分譲して

ある程度揃って

ので、１つ
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進めるという

うことであれ

いのではない

していくべき

で、生活軸の

、今の

ンド方

はない

かうデ

土砂災

いる。 

が、一時避難

ではないか。

きているので

ダーシップを

ことで、一生

に合った子供

てはどうか。

ている状況で

の施設にまと

うことであっ

れば、生活環

いか。 

き。 

の苫小牧登別

難場所として

。 

で、若者を呼

を発揮してい

生住めるまち

供の遊び場を

。 

であり便利。

とまっている

ったが、職住

環境の整備を

別通を早く整

ての受け入れ

呼び込む施策

いくべき。 

ちにしたい。

をつくるべき

 

ると良い。 

住分離の考え

を主題に掲げ

整備し、二方

れが必要か。

策の展開や、

 

き。 

え方はもうし

げていかなけ

方向の道路網

 

空き家・空

し

け

網

空



（3）中央部西

●人手不足

・町内会の

る若い方

町内会の

●避難の問

・西高校よ

れている

いか。日

●バスの問

・バスに乗

も乗れな

・バスに乗

・そのため

●人を呼び

・20 代の

・大型店舗

・苫小牧の

が必要。

・例えば、

をＰＲし

・コスプレ

・メガドン

化の上で

●苫小牧の

・高齢化が

・高層の団

 

 

（4）中央部

●運動公園

・人口減少

ランドの

てほしい

クロスカ

チームも

●中心市街

・中心部に

から宿泊

・観光客は

西地域 

足で人のつな

の活動に意識

方には町内会

の人手不足が

問題 

よりも南側の

るが、西高校

日ごろから考

問題 

乗れる人は車

ない状況だと

乗れない人は

めバスに乗る

び込む 

の女性が働く場

舗などの店舗

の港湾や空港

 

水族館を作

してはどうか

レ大会なども

ンキーに 22

で大切だと思

の最先端 

が進んでいる

団地では、人

中地域 

園の活用によ

少を交流人口

のサイクリン

い。それを活か

カントリーの

もあるのでは

街地の活性化

にホテルが足

泊する苫小牧

ノーザンホー

がりが薄く 

識ある方は高

会活動への意

が課題。 

の地域は津波

校に避難する

考えておく必

車で移動する方

と思う。 

は、家族に運

る人は少なく

場所がなく、

舗の集積がな

港に近い利便

作ってはどう

か。 

も苫小牧の認

時過ぎに行

思う。 

るため、空き

人間関係が希

る交流人口の

口の拡大でカ

ングターミナ

かした合宿誘

のコースにす

はないか。 

化 

足りないので

牧にしてはど

ースパークや

高齢化が進み、

意識がない状

波浸水想定区域

るのが大変な

必要がある。 

方が多く、反

運転してもら

、バスを維

、千歳や札幌

なく、不便に感

性を生かし、

か。また、苫

認知を高める

くと海外の方

き家問題も課

希薄となって

の拡大 

バーするた

ナルの有効利

誘致をした方

すると、苫小

で、素通りす

うか。 

や道の駅で終

3 

、うごけ

状況であり、

域に含ま

のではな

 

反対に車に乗

って移動して

維持するのは

幌に行ってい

感じる。 

、工業のまち

苫小牧私立高

上で大切だと

方が多いので

題。 

いる。 

め、ハイ

用を考え

方が良い。

牧に来る

る苫小牧

終わっている

乗れなくなっ

ている。 

大変だが、公

いる。 

ちの主軸を大

高校は授業料

と思う。 

で、海外の方

るため、民間

った高齢の方

公共交通があ

大切にしなが

料は無料化だ

方を大切にす

事業主や外国

方は身体の衰

あるのは大事

がら、人を呼

だったと思う

することが苫

国人を苫小牧

衰弱でバスに

事だと思う。

呼び込むこと

うので、これ

苫小牧の活性

牧で見ない、

に

 

と

れ

性

。 



・中心部を

ないか。

・中心市街

らない。

・大きなイ

●町内会活

・ここのエ

その土地

・町内会に

 

 

（5）中央部東

●町内会運

・若い人の

足の問題

ではない

●道路整備

・線路を挟

備したが

・苫小牧環

ので一方

・将来、移

●歩道の整

・歴史が古

も歩きや

・遊歩道と

・夢のある

るのでは

・「ウェッ

●住宅の更

・高齢化に

・一方、最

●観光交流

・観光的な

●公園の充

・町内にあ

・公園でボ

●ゴミ問題 

・高齢によ

 

を良い街にし

 

街地に施設を

 

イベント公園

活動の停滞 

エリアが最初

地にアパート

に加入しない

東地域 

運営 

の町内会活動

題があり、将

いか。 

備 

挟んで南北の

が良い。 

環状線は通勤

方通行も考え

移動は個人ヘ

整備（中通り） 

古いまちであ

やすい、人に

と通学路を一

るまちづくり

はないか。 

ト感、心が通

更新 

に伴い住宅地

最近は古い家

流 

なバスの運行

充実・楽しく遊

ある公園の整

ボール遊びが

よりゴミの分

しなくてはな

をただ作れば

園として、毎

初にできて市

トができて、

い人が多く、

動の参加が少

将来はロボッ

の道路が走っ

勤・通学時に

えてもいいの

ヘリコプター

あるので、歩

にやさしい道

一体化して、

りは、心が通

通うまち」と

地の中に廃家

家が新しく建

行が必要。 

遊べる 

整備が必要に

ができたり、

分別ができな

 

ならない。JR

いいというわ

毎週末イベン

市街地が形成

そのアパー

協力関係が

少なく、役員

ト化も大事

ているが、

には混雑して

のではないか

ーで移動する

道が狭い。歩

道路が必要。 

いつも人が

うまちという

ということを

家屋があり、

建て替わって

になってきた

高齢者の運

ない人が多く
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R の高架も費

わけではなく

トをやるとい

成してきたが

トの住民が町

薄くなり、安

の人手不

になるの

もっと整

渋滞する

。 

時代になるの

歩行者にやさ

 

が歩いているよ

うことで、も

を大事にして

空き家対策が

きている。 

。 

動器具類の設

なってきた。

費用が多くか

くて、みんな

いうような活

、その第１世

町内会に入ら

安心安全な生

のではないか

さしくない。

ようにしても

もっと歩道を

てまちづくり

が必要。 

設置が必要。

。 

かかるが、検

なに使われる

活用をしたら

世代がなくな

らない。 

生活環境が難

か。 

歩道を広く

も良いのでは

をゆったり歩

りをしてはど

。 

検討した方が

るものを作ら

ら良いのでは

なって、空き

難しくなって

くして、高齢

はないか。 

歩ければ、人

どうか。 

が良いのでは

らなければな

はないか。 

き地ができ、

ている。 

齢者にとって

人の心も温ま

な

て

ま



（６）東部西

●東西道路

・商業の拠

いるが、

行くにし

・国道は渋

がなく大

・日の出町

●南北道路

・線路をま

ば、渋滞

●港・災害 

・港から住

・火山や津

●イオン 

・イオンに

・イオンの

●空き教室

・小中学校

・空き地を

●都市機能

・病院やレ

 

 

（７）東部東

●交通の問

・東部東地

地域間の

・自家用車

ないが、

ときにな

・植苗から

・札幌と往

・現在のデ

に停まら

・JR 沼ノ

・勇払の交

・空港が近

●都市機能

・人口の割

西地域 

路 

拠点として、

そのために

しても大変に

渋滞するので

大変な状態。

町からイオン

路 

またぐ道路を

滞も緩和でき

住宅地が遠い

津波について

に鉄道駅をつ

の屋上では、

室・ふれあい 

校は、空き部

を地域で使え

能 

レクリエーシ

東地域 

問題 

地域の拠点が

の移動手段が

車を使う世代

将来的に高

なった場合は

ら沼ノ端鉄南

往来するエア

デマンドバス

らない。 

端駅を中心と

交通が不便。

近い場所であ

能の充実 

割に都市機能

様々な商業

に交通量が増

になってきて

で、明野から

 

ンに抜ける通

を整備し一本

きるのではな

い感じがする

ては、比較的

つくってはど

港まつりの

部屋が多くな

えないか。 

ション施設が

が分かれてい

が課題。 

代は不便を感

高齢となり、

は不安が残る

南にいくバス

アポート列車

スは地元のコ

としたバスの

JR がなくな

あるので、地

能が不足して

業施設が多く

増大し、他に

ている。 

三光町に渡

通りができな

本松から直接

ないか。 

る。 

的安全。 

うか。 

の花火大会は

なっているの

が少ない。 

いるので、そ

感じていない

自家用車を

る。 

スがない。 

車を運行して

コミュニティ

の整備が必要

なるとさらに

地の利を生か

いる。市内で

5 

立地して

買い物に

れる道路

いか。 

抜けれれ

絶景なので、

で、子ども

それぞれの

いかもしれ

を手ばなす

ほしい。 

センター

要。 

に不便になる

した、地域活

で唯一人口が

、開放してほ

との触れ合い

る。 

活性化策が必

が増加してい

ほしい。 

いの場として

必要。 

いる地域であ

て利用できな

あるので、商

ないか。 

商業施設は結結
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構立地しているが、宿泊施設や高校がない。 

・高校など域外に出ている子供をこの地域で育てたい。 

・JR 北側では、現在町内会館を共同で使っているが、活用頻度が上がっているので、会館の新設をし

てほしい。 

・沼ノ端駅を降りてから、宿泊先がないので、駅前にほしい。 

・公園が小さいので大きな公園がほしい。 

・ドローンを活用して用を足すことも考えられるのではないかと思う。 

●災害対策・安全対策 

・津波の際に、車での避難は交通渋滞が起き不可能であるので、津波の避難経路の確保が必要。 

・子どもが多くなっているが、交通量も多いので、交差点など危険な箇所があるので、通学路の安全対

策が必要。 

 

 

 

 

以 上 

 

 


